
学校番号 ４０１ 

令和５年度 公民科 

 

教科 公民 科目 現代社会 単位数 ２単位 年次 ３年次 

使用教科書 高等学校「新現代社会」新訂版（清水書院） 

副教材等 最新図説現社（浜島書店） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・憲法の理想を知ろう！ 

・今ある社会を当たり前と思わず、関心・疑問を持つことを大切にし、社会的な問題について自

分の意見を持とう！ 

 

２ 学習の到達目標 

・先哲の思想、世界三大宗教、政治・経済の仕組みや国際社会の基本を理解する。 

・現代社会が抱える基本的な問題を理解し、それらに関して自分なりの意見を持つ。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:資料活用の技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

授業内容に対して関

心を持って取り組め

る。 

資料集も持参し、授

業で扱っている箇所

をきちんと参照し、

書き込み、メモなど

を入れる。 

授業での内容を理解

した上で、自分の考

えを持つ。 

現代の日本及び世界

が抱える問題につい

て考える。 

資料や図などを正確

に読み取ることがで

きる。 

授業で扱った内容

についての理解が

できている。 

評
価
方
法 

授業態度 

提出物 

定期考査 

授業内発問に対する

答え 

レポート 

授業内発問に対する

答え 

小テスト 

定期考査 

小テスト 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

 

 

 

 



４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

１
学
期 

青
年
期
と
自
己
の
形
成 

1. 青年のあり方と現代 

2. 現代に生きる倫理 

3. 近・現代の社会と倫理 

4. 日本の思想 

 ○ ○  ○ 

a:青年期の課題について関心

が持てる。 

b:先哲の思想や世界三大宗教

について、自分なりの考えが

持てる。 

d:現代の倫理的課題につい

て、理解できる。 

･授業態度 

･定期考査 

･授業内発

問に対する

答え 

･小テスト 

・提出物 

２
学
期 

現
代
の
民
主
政
治
と
法 

１． 民主社会の成立と憲法 

２． 日本国憲法の成立と基本

的人権の保障 

３． 憲法と平和主義 

４． 現代日本の政治機構と政

治参加 

５． 国際政治とその仕組み 

６． 現代の国際社会と日本 

 

○ ○  ○ 

a:日本国憲法の成り立ちにつ

いて関心が持てる。 

b:国際社会の中での日本につ

いて、自分なりの意見が持て

る。 

d:三権分立について理解でき

る。 

･授業態度 

･定期考査 

･授業内発

問に対する

答え 

･小テスト 

・レポート 

３
学
期 

現
代
の
経
済 

１． 経済社会とその仕組み 

２． 経済活動のあり方 

３． 国際経済と日本 

○ ○ ○ ○ 

a:資本主義社会の現状につい

て、関心が持てる。 

b:現代の世界経済や日本経済

の諸問題について、自分なり

の考えが持てる。 

c:GDP 成長率、失業率、相対的

貧困率やジニ係数などの経年

変化を表すグラフを読み取る

ことができる。 

d:憲法や労働組合法が保障す

る労働基本権を理解すること

ができる。 

･授業態度 

･授業内発

問に対する

答え 

･定期考査 

･小テスト 

・提出物 

・レポート 

 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:資料活用の技能    d:知識・理解 

 

 ※ 年間指導計画作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元）

の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付

けている。 


